
2026 年度第２回（社会） 解答例と正答率 

※部分点のある問題は、得点率を記載しています。 

【大問１】…大問全体での平均得点率 53.5％ 

あ やませ  74.0％     い ミニマム・アクセス  20.8％ 

う 福井   14.5％     え 二毛作  82.4％ 

問 1 X 作業機械  84.4％  Y 人件費  50.0％ 

問 2 A 香川県 43.9％  B 長崎県 45.7％ 

問 3 ソバ：イ  51.5％  サツマイモ：ウ  79.8％ 

 

【大問２】…大問全体での平均得点率 60.7％ 

問１ ア  72.8％      問２ 租  62.7％       問３ イ  75.7％ 

問４ 御成敗式目  49.1％  問５ 日明貿易  68.8％    問６ 松平定信  60.7％  

問７ 大塩平八郎  79.5％ 問８ ウ  57.8％ 

問９ シベリア出兵をみこした米の買い占め  24.6％ 

問１０ エ  76.9％     問 11 イ  38.7％ 

 

【大問３】…大問全体での平均得点率 72.7％ 

問１ ア  60.1％      問２ 8 月 6 日  86.7％ 

問３ ウ  52.6％      問 4 エ     71.1％ 

問 5 国民投票  54.1％ 

問 6 ⑥天皇  83.2％  ⑦国民  93.1％  問 7 エ  85.6％ 

 

 

【大問１】は地理を中心とする出題でした。空欄補充では、福井県を問う問題の正答率が低めでした

が、これは北陸三県を把握できていたかどうかがポイントでした。ミニマム・アクセスも難しい用語

ではありますが、時事問題と考えてください。問 2 は小豆島や島原というキーワードから都道府県を

答える問題でした。都道府県の特色や主な地形（河川・山脈など）をきちんと把握しておくことが高

得点のコツです。 

 

【大問２】は歴史を中心とする出題でした。問 4 の御成敗式目は基本用語ではありますが、武家諸法

度との混同や漢字のミスが目立ちました。米騒動の直接の原因を答える問 9 は、当時の国際情勢も含

めて理解しなくてはいけないという点で難しい問題ではありますが、できごとの因果関係を意識して

学習を進めてください。問 11 は問題文をもとにした読解問題です。必要な情報を読み取る力が大切で

す。 

 

【大問３】は公民を中心とする出題でした。全体的によくできていましたが、小選挙区比例代表並立

制の説明として正しいものを選ぶ問 3 の正答率が低めでした。小選挙区制と比例代表制のそれぞれが

どのような制度であるのか、またどのような特徴を持つのか、基本用語は書けるだけでなく、説明で

きることが大切です。 


